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近
代
日
本
研
究
第
二
十
八
巻

(

二
〇
一
一
年)

特
集
１

近
代
日
本
の
外
交

解
題

近
年
の
我
が
国
に
お
い
て
は
、
近
代
日
本
の
外
交
、
お
よ
び
、
ア
ジ
ア
圏
の
外
交
史
に
関
す
る
研
究
が
、
著
し
い
発
展
を
遂
げ

て
き
た
。
冷
戦
が
終
結
し
て
二
十
年
あ
ま
り
が
経
ち
、
日
本
の
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
環
境
が
激
変
し
て
対
ア
ジ
ア
外
交
の
重
要
性

が
向
上
す
る
中
、
日
中
、
日
韓
、
日
朝
、
日
台
、
あ
る
い
は
日
満
蒙
の
外
交
関
係
を
歴
史
的
・
実
証
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く

作
業
は
、
周
辺
諸
国
の
外
交
政
策
の
歴
史
的
研
究
と
と
も
に
、
大
い
に
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
、
日
本
の
外
交
史
研
究

者
た
ち
は
そ
れ
に
答
え
、
豊
穣
な
成
果
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
た
。

そ
の
一
方
、
主
要
な
学
会
に
お
い
て
は
、
理
論
・
方
法
論
研
究
や
現
代
政
策
・
比
較
政
治
分
析
な
ど
に
圧
迫
さ
れ
て
、
外
交
史

関
係
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
組
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
福
沢
諭
吉
や
慶
應
義
塾
の
み
な
ら
ず
、
広

く
、
近
代
日
本
の
研
究
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
た
る
本
誌
と
し
て
は
、
か
か

る
状
況
に
鑑
み
、
外
交
史
研
究
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
研
究
者
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、
誌
上
に
お
い
て
最
新
の
研
究
成
果

を
公
に
す
る

｢

セ
ッ
シ
ョ
ン｣

を
提
供
し
た
い
と
企
図
し
、
本
特
集
を
組
ん
だ
。
こ
れ
に
応
じ
て
寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
栗
原
純
、

森
山
茂
徳
、
中
見
立
夫
、
高
橋
勝
浩
、
岡
本
隆
司
の
各
氏
は
、
い
ず
れ
も
我
が
国
を
代
表
す
る
外
交
史
家
で
あ
り
、
そ
の
諸
論
考

1



に
よ
っ
て
、
我
が
国
外
交
史
研
究
が
さ
ら
に
一
歩
、
進
展
す
る
も
の
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。
ご
多
忙
の
な
か
寄
稿
し
て
い
た

だ
い
た
各
氏
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
誌
が
そ
の
役
割
の
一
端
を
果
た
す
こ
と
を
、
願
っ
て
や

ま
な
い
。

『

近
代
日
本
研
究』

編
集
委
員
会
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